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志貴の精霊相撲（関連記事３ページ）
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８
月
30
日
、
三

重
県
ひ
じ
き
協
同

組
合
（
瀬
尾
和
宏

理
事
長
）
か
ら
町

に
、
ヒ
ジ
キ
２
０

０
０
袋
（
１
袋
20

グ
ラ
ム
）
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し

た
。同

組

合

で

は

「
ヒ
ジ
キ
を
食
べ

て
健
康
に
長
生
き

を
」
と
、
敬
老
の

日
に
ち
な
み
９
月

15
日
を
「
ひ
じ
き

の
日
」
と
定
め
、

毎
年
こ
の
時
期

に
、
町
の
特
産
品

の
ヒ
ジ
キ
を
寄
贈

い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
で
23
回

目
と
な
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、
同
組
合
青
年
部
長

の
徳
田
吉
伸
さ
ん
な
ど
５
人
が
来

庁
。
中
井
町
長
に
ヒ
ジ
キ
を
手
渡

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
ヒ
ジ
キ
は
、

９
月
17
日
に
町
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
た
敬
老
福
祉
大
会
で
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
記
念
品
の
一
つ

と
し
て
配
ら
れ
ま
し
た
。

三
重
県
ひ
じ
き
協
同
組
合
の
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ヒ
ジ
キ
２
０
０
０
袋
を
寄
贈

県
ひ
じ
き
協
同
組
合
か
ら

８
月
11
日
、
上
御
糸
小
学
校
と

そ
の
周
辺
で
「
防
災
タ
ウ
ン
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
宅
周
辺
や
通
学
路

な
ど
で
、
地
震
発
生
時
の
避
難
経

路
や
場
所
、
危
険
な
場
所
な
ど
を

調
べ
て
「
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
役
立
て

よ
う
と
、
市
民
団
体
「
明
和
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
プ
ラ

ス
１
（
中
村
繁
春
代
表
）
」
が
主

催
。
上
御
糸
小
学
校
児
童
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
約
40
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
３
班
に

分
か
れ
て
小
学
校
周
辺
な
ど
を
調

査
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
の
危
険

が
あ
り
そ
う
な
場
所
や
、
防
火
水

槽
の
位
置
な
ど
を
地
図
で
確
認
し

ま
し
た
。

小
学
校
に
戻
っ
た
後
、
各
班
で

危
険
な
場
所
な
ど
を
拡
大
地
図
に

ま
と
め
、
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

上御糸地区で防災タウンウオッチング

避難経路や危険な場所を確認

避難経路や危険な場所などを確認

調
べ
た
内
容
を
拡
大
地
図
に
ま
と
め

ま
し
た

町長にヒジキを手渡す徳田青年部長（写真左）
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上
野
地
区
の
会
式
踊
り
が
、
９

月
８
日
、
上
野
の
安
養
寺
境
内
で

伝統行事で地域のつながりを

上野の会式踊り

中
村
の
陽
珠
院
で
８
月
23
日
、

安
産
祈
と
う
相
撲
が
行
わ
れ
、
幼

児
か
ら
小
学
生
ま
で
約
50
人
の
子

ど
も
た
ち
が
、
相
撲
を
奉
納
し
ま

し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
続
く
と
い
わ
れ

る
こ
の
行
事
に
は
、
力
士
の
よ
う

に
丈
夫
な
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
よ

う
に
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

中
村
の
安
産
祈
と
う
相
撲

安
産
を
願
い

子
ど
も
た
ち
が
相
撲
を
奉
納

い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
個
人
戦
や
３
人
抜

き
、
５
人
抜
き
の
取
組
が
年
代
別

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
西
に
分
か
れ
た
小
さ
い
力
士

た
ち
は
、
境
内
に
造
ら
れ
た
土
俵

の
上
で
、
家
族
や
友
達
の
声
援
を

受
け
て
、
元
気
よ
く
相
撲
を
と
り

ま
し
た
。

志
貴
の
精
霊
相
撲
が
８
月
16

日
、
同
地
区
の
西
光
寺
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
江
戸
時
代
か
ら

続
く
お
盆
の
恒
例
行
事
で
す
。
墓

参
り
を
終
え
て
精
霊
を
見
送
っ
た

人
た
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
の
相
撲

を
見
よ
う
と
境
内
に
集
ま
り
、
午

後
１
時
ご
ろ
相
撲
が
始
ま
り
ま
し

た
。こ

の
日
は
、
約
40
人
の
小
学
生

が
東
西
に
分
か
れ
、
暑
さ
に
も
負

け
ず
、
力
い
っ
ぱ
い
相
撲
を
と
り

ま
し
た
。
小
さ
な
力
士
た
ち
の
取

組
に
、
観
衆
か
ら
盛
ん
な
声
援
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

志
貴
の
精
霊
相
撲

小
さ
な
力
士
た
ち
の
取
組
に

盛
ん
な
声
援

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
式
踊
り
は
「
地
域
の
伝
統
行

事
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
世

代
間
の
交
流
を
深
め
、
地
域
の
つ

な
が
り
を
強
め
て
も
ら
お
う
」
と
、

自
治
会
と
会
式
保
存
会
が
主
催
。

近
年
は
踊
り
だ
け
で
な
く
、
わ

た
菓
子
・
か
き
氷
の
無
料
配
布

や
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
く
じ
抽
選
会

な
ど
、
毎
回
趣
向
を
凝
ら
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
地
元
の
大
勢
の
皆

さ
ん
が
踊
り
に
参
加
。
ま
た
「
子

ど
も
み
こ
し
」
も
行
わ
れ
、
「
わ

っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」
と
、

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
か
け
声
と

と
も
に
、
手
作
り
の
み
こ
し
が
境

内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

子どもたちの元気いっぱいの取組

「わっしょい、わっしょい」子どもみこし

小
さ
な
力
士
た
ち
の
真
剣
な
取
組
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８
月
６
・
７
の
両
日
、
大
淀
ふ

れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
で
「
大
淀
海

岸
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
２
０
０
７
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
「
学
び
あ
い
・
支

え
あ
い
」
地
域
活
動
推
進
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
町
教
育
委
員
会
が

主
催
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自

然
体
験
学
習
、
共
同
生
活
な
ど
か

ら
「
学
び
あ
い
、
支
え
あ
う
」
地

域
の
き
ず
な
づ
く
り
の
推
進
と
、

地
域
の
教
育
力
の
充
実
と
活
性
化

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
に
は
、
町
内
の
小
学

生
児
童
19
人
を
は
じ
め
、
食
育
げ

ん
き
ッ
ズ
や
町
青
少
年
育
成
町
民

の
会
、
町
婦
人
会
、
一
般
の
皆
さ

ん
な
ど
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
21
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
伊
勢
湾
漁
業

協
同
組
合
の
協
力
に
よ
る
船
上
か

ら
の
あ
さ
り
漁
の
見
学
を
は
じ

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
食

育
・
自
然
体
験
学
習
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

「学びあい・支えあい」地域活動推進事業

大淀海岸サマーキャンプの
ボランティア体験・交流

修
正
小
学
校
の
児
童
が
、
９
月

５
日
、
稲
作
の
体
験
学
習
と
し
て

稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
５
年
生
の
総
合
学
習

の
一
環
と
し
て
７
年
前
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
も
の
。
地
元
の
人
に
提

供
い
た
だ
い
た
学
校
前
の
３
０
０

㎡
の
休
耕
田
で
、
５
月
の
初
め
に

田
植
え
を
行
い
、
地
域
の
人
の
協

力
も
得
て
、
こ
の
日
の
収
穫
を
迎

え
ま
し
た
。

稲
刈
り
で
は
、
５
年
生
を
中
心

に
２
年
生
以
上
の
全
児
童
67
人
が

協
力
し
て
作
業
を
し
ま
し
た
。

収
穫
さ
れ
た
お
米
は
、
総
合
学

習
の
ま
と
め
と
し
て
「
お
米
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
料
理
さ
れ
、
お

世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
を
招
い

て
、
み
ん
な
で
頂
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

総
合
学
習
で
農
業
体
験

修
正
小
学
校
で
稲
刈
り

大
淀
地
域
の
夏
祭
り
「
サ
マ
ー

カ
ー
ニ
バ
ル
in
大
淀
」
が
、
８

月
25
日
、
大
淀
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
「
盆
踊
り
の
よ
う

な
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
復
活
さ
せ
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
大

淀
夏
祭
り
実
行
委
員
会
が
主
催
。

毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
お

り
、
今
年
で
７
回
目
と
な
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、
踊
り
や
出
店
の
ほ

か
、
業
平
夢
太
鼓
の
皆
さ
ん
が
太

鼓
の
演
奏
を
披
露
。
ま
た
、
菓
子

ま
き
や
花
火
の
打
ち
上
げ
も
行
わ

れ
、
参
加
し
た
大
勢
の
皆
さ
ん
は
、

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま

し
た
。

サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
in
大
淀

踊
り
や
太
鼓
で

楽
し
い
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き

ボランティアの皆さんによる体験学習

大
盛
況
の
菓
子
ま
き

稲
刈
り
を
す
る
児
童
た
ち
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９
チ
ー
ム
が
参
加
。
Ａ
・
Ｂ
各
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

斎
宮
小
学
校
区
の
若
竹
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
、
ま
た
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、
上
御
糸
小
学
校
区
の
旭
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
、
三
重
県
大
会
の
出
場
を
決
め

ま
し
た
。

三
重
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
小
学
生

大
会
多
気
郡
予
選
会
が
、
８
月
12

日
、
明
和
中
学
校
第
２
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
選
会
に
は
、
多
気
郡
内
か
ら

若
竹
・
旭
の

各
ス
ポ
少
が

県
大
会
出
場

ト
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
さ
ん
は
、
９

日
に
明
星
・
修
正
・
大
淀
小
学
校

を
、
10
日
に
は
上
御
糸
・
下
御

糸
・
斎
宮
小
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
訪

問
。
参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
英

語
の
発
音
の
学
習
や
英
単
語
を
使

っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど
で
、
楽
し
く
英

語
を
学
び
ま
し
た
。

町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
が
遊
び
を
通
じ
て
英
語
を
教

え
る
「
デ
イ
ビ
ッ
ト
と
英
語
de
遊

ぼ
う
！
」
が
、
８
月
９
・
10
の
両

日
、
町
内
の
６
小
学
校
の
１
〜
５

年
生
児
童
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し

た
。Ａ

Ｌ
Ｔ
の
カ
ー
ル
・
デ
イ
ビ
ッ

デイビットと英語de遊ぼう！

町内の各小学校で

斎
宮
小
学
校
２
年
生
の
西
飯
竜

騎
さ
ん
が
、
９
月
16
日
に
大
阪
市

で
開
催
さ
れ
た
「
全
日
本
日
本
拳

法
総
合
選
手
権
大
会
」
の
出
場
報

告
に
８
月
20
日
、
町
長
を
訪
れ
ま

し
た
。

西
飯
さ
ん
は
５
月
に
県
営
伊
勢

ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
た
県
大
会

で
、
小
学
２
年
生
男
子
の
部
で
準

優
勝
し
、
同
部
門
で
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

全
国
大
会
へ
は
、
昨
年
に
続
き

２
年
連
続
の
出
場
。
昨
年
は
２
回

戦
ま
で
進
ん
だ
と
の
こ
と
で
す
。

「
が
ん
ば
っ
て
優
勝
し
て
き
て

く
だ
さ
い
」
と
町
長
か
ら
激
励
さ

れ
、
西
飯
さ
ん
は
「
今
年
は
優
勝

し
た
い
で
す
」
と
少
し
緊
張
気
味

に
答
え
て
い
ま
し
た
。

全
日
本
日
本
拳
法

総
合
選
手
権
大
会
に
出
場

斎
宮
小
２
年
の
西
飯
さ
ん

町長に形を披露する西飯さん（写真右）

明
和
町
の
実
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
「
Ｍ
Ｊ
（
エ
ム
ジ
ェ
イ
）

ク
ラ
ブ
」
が
８
月
17
日
、
高
知
県

で
９
月
21
日
か
ら
開
催
さ
れ
る

「
第
16
回
全
日
本
実
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
」
の
出
場
報
告
に
町
長

を
訪
れ
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
50
歳
以
上
の
実

年
世
代
の
選
手
で
構
成
さ
れ
る
チ

ー
ム
で
13
年
前
に
結
成
。
10
年
前

に
全
国
大
会
に
初
出
場
以
来
、
５

回
の
出
場
を
果
た
し
て
お
り
、
最

高
位
は
ベ
ス
ト
８
で
、
今
回
の
出

場
は
４
年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、
７
人
の
メ
ン
バ
ー

が
町
長
を
訪
問
。
チ
ー
ム
代
表
の

西
山
祝
雄
さ
ん
が
「
実
年
パ
ワ
ー

を
発
揮
し
て
が
ん
ば
っ
て
き
ま

実
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

Ｍ
Ｊ
ク
ラ
ブ
が

４
年
ぶ
り
に
全
国
大
会
に
出
場

す
」
と
健
闘
を
誓
い
、
監
督
の
西

岡
恵
三
さ
ん
は
「
初
戦
さ
え
突
破

す
れ
ば
大
丈
夫
、
勢
い
に
乗
る
で

し
ょ
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。ＭＪクラブの皆さん

ゲームなどで楽しく英語を学習
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、

メ
ー
ル
で
、

防
災
情
報
！

三
重
県
で
は
「
防
災
み
え
.jp
」

を
オ
ー
プ
ン
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
で
災
害
被

害
、
交
通
関
係
な
ど
、
防
災
に

関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
提

供
し
て
ま
す
。

天
気
な
ど
の
普
段
か
ら
使
え

る
コ
ン
テ
ン
ツ
も
用
意
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
配
信
の
登
録
も
次
の

ア
ド
レ
ス
か
ら
行
え
ま
す
。
併

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝h

ttp
://w

w
w
.

b
o
s
a
im
ie
.jp

防
災
情
報
は

「
防
災
み
え
.jp
」

避難時に必要最低限のものを入れたリュックサックを一

人一つずつ用意し、それぞれ持ち出しやすい場所に保管を

しておきましょう。

●非常食品 食料（乾パン、缶詰など保存性の高いもの）、

飲料水（缶やペットボトルのもの）、水筒、プラスチック

か紙製の皿、コップ、割りばし、缶切り、栓抜きなど

●応急医薬品 ばんそうこう、包帯、消毒液、傷薬、胃腸

薬、鎮痛剤、解熱剤、目薬、常備薬など

●生活用品 衣類（下着、上着、靴下など）、タオル、寝袋、

ティッシュペーパー、ウェットティッシュ、軍手、雨具、

ライター、ビニール袋、生理用品、紙おむつなど

●そのほか 携帯ラジオ、懐中電灯、マッチ、電池、包装

用ラップ、使い捨てカイロ、防塵（ぼうじん）マスクな

ど

非常用持出品の準備はできていますか！
大
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し

た
と
き
、
家
族
が
落
ち
合
う
場
所
、

ま
た
、
自
治
会
の
人
が
集
合
し
て
、

み
ん
な
の
安
否
確
認
を
す
る
場
所

や
方
法
な
ど
を
、
日
ご
ろ
か
ら
、

話
し
合
い
や
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

特
に
、
災
害
時
に
は
、
子
ど
も

や
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
な

ど
へ
の
支
援
が
大
切
で
す
。

各
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
な

ど
で
も
訓
練
を
行
い
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

家
族
や
地
域
で
話
し
合
い
・
訓
練
を

災
害
が
起
こ
る
と
、
平
常
時
に

は
考
え
ら
れ
な
い
事
故
や
状
況
が

発
生
し
ま
す
。
自
分
の
身
を
守
る

た
め
に
は
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
的

確
な
対
応
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の

備
え
や
訓
練
、
地
域
の
自
主
防
災

組
織
、
隣
近
所
の
助
け
合
い
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と

き
役
立
つ
よ
う
に
、
自
ら
訓
練
に

参
加
し
、
自
分
の
身
の
守
り
方
を

考
え
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

明
和
町
で
は
、
大
規
模
災
害
の

発
生
を
想
定
し
、
次
の
と
お
り
町

総
合
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ま
た
は
ご
家
族
連
れ
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

10
月
21
日

(日)

午
前

９
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ

イ
オ
ン
明
和
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
　
南
側
駐
車

場
■
内
容

応
急
救
護
訓
練
、
消
火

器
取
り
扱
い
訓
練
、
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
け
が
人
輸
送

訓
練
、
非
常
食
の
試
食
、
起
震

車
に
よ
る
地
震
体
験
コ
ー
ナ

ー
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
、
特

殊
車
両
の
展
示
な
ど

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
（

TEL
52-

７
１
１
１
）
へ
。

昨
年
の
防
災
訓
練
の
様
子

ぜひご参加ください

10月21日(日)に
町総合防災訓練

イオン明和南側駐車場で
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広報めいわ　広報めいわ　2007年10月号月号 広報めいわ　2007年10月号 

シ
リ
ー
ズ
『
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う
！
』

松
阪
警
察
署
で
は
、

(財)
暴
力
追
放
三
重
県
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

三
重
弁
護
士
会
民
事
介
入
暴
力
対
策
委
員
会
の
協
力
を
得
て
、
暴

力
団
と
の
民
事
ト
ラ
ブ
ル
や
暴
力
団
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
、
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
る
「
民
事
介
入
暴
力
巡
回
法
律
相

談
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

相
談
者
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
相
談
者
に

対
す
る
保
護
対
策
に
も
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず

勇
気
を
持
っ
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
き

11
月
８
日

(木)

午
後
１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

松
阪
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
松
阪
市
本
町
２
１
７

６
）

小
研
修
室

■
内
容

○
刑
事
問
題

・
暴
力
団
か
ら
脅
さ
れ
て
い
る

・
暴
力
団
に
乱
暴
さ
れ
た
な
ど

○
民
事
問
題

・
暴
力
団
が
交
通
事
故
の
示
談
、
倒
産
整
理
、
債
権
の
取
立
に

介
入
し
て
い
る

・
暴
力
団
へ
の
加
入
要
求
又
は
脱
退
を
妨
害
さ
れ
て
い
る
な
ど

■
相
談
担
当
者

弁
護
士
、

(財)
暴
力
追
放
三
重
県
民
セ
ン
タ
ー
の

暴
力
相
談
員
、
三
重
県
警
察
本
部
暴
力
団
対
策
課
お
よ
び
松
阪

警
察
署
の
警
察
官

■
相
談
料

無
料

※
詳
し
く
は
、

(財)
暴
力
追
放
三
重
県
民
セ
ン
タ
ー
（

TEL
０
１
２
０-

３
１-

８
９
３
０
、
０
５
９-

２
２
９-

２
１
４
０
）
へ
。

民
事
介
入
暴
力
巡
回
法
律
相
談
の
開
催

最
近
、
社
会
保
険
庁
や
社
会
保

険
事
務
所
の
職
員
を
装
っ
た
「
振

り
込
め
詐
欺
」
な
ど
の
不
審
電
話

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

※
不
審
電
話
の
例

「
年
金
保
険

料
の
過
払
い
金
（
振
込
金
）
が
あ

る
の
で
払
い
戻
し
ま
す
。
す
ぐ
に
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）

の
あ
る
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
・
銀
行
な
ど
に
行
っ
て
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
前
か
ら
電
話
し
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
。

◇
　
　
　
　
　
◇

社
会
保
険
庁
・
社
会
保
険
事
務

所
で
は
、
ご
本
人
に
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
・
銀
行
な
ど
に
出
向

い
て
い
た
だ
き
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金

自
動
預
け
払
い
機
）
を
操
作
い
た

だ
く
よ
う
な
案
内
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険
事
務

所
の
職
員
と
名
乗
っ
た
電
話
や
訪

問
で
、
不
審
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

職
員
の
所
属
と
氏
名
を
確
認
の
う

え
、
松
阪
社
会
保
険
事
務
所
（
松

阪
市
宮
町
17-

３
、

TEL
０
５
９
８-

51-

５
１
１
５
）
へ
、
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
が
訪
問
す
る
際
は
、
身
分
証
明

書
を
提
示
し
ま
す
の
で
、
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
社
会
保
険
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

国

民

年

金

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

社
会
保
険
庁

「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
・

県
・
町
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法

人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
か
ら
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど

を
お
聞
き
し
、
そ
の
解
決
の
推
進

を
図
る
制
度
で
す
。

総
務
省
で
は
、
こ
の
行
政
相
談

制
度
を
皆
さ
ん
に
も
っ
と
よ
く
知

っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
10
月
15
日

(月)
か
ら
21

日
(日)
ま
で
の
一
週
間
を
「
秋
の
行

政
相
談
週
間
」
と
し
て
、
全
国
的

に
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行
い
ま

す
。こ

の
週
間
に
ち
な
ん
で
、
町
で

も
次
の
と
お
り
「
行
政
相
談
所
」

を
開
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
10
月
１
日

(月)

午
前
９
時
30
分

〜
正
午
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
定
例
行
政
相
談
）

■
10
月
15
日

(月)

午
前
10
時
〜
正

午
　
い
つ
き
会
館
（
斎
宮
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

■
10
月
19
日

(金)

午
前
10
時
〜
正

午
　
明
星
会
館
（
明
星
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

■
相
談
員

行
政
相
談
委
員
　
亀

田
律
子
さ
ん
、
辻
　
隆
志
さ
ん

◇
　
　
　
　
　
◇

※
行
政
相
談
委
員
と
は
、
総
務
大

臣
が
委
嘱
し
て
い
る
民
間
有
識
者

で
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手

で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
者

の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

※
定
例
の
行
政
相
談
は
、
毎
月
第

一
月
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
か
ら

正
午
ま
で
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
民
課
（

TEL
52-

７
１
１
４
）
へ
。

秋
の
行
政
相
談
週
間

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
行
政
相
談
」
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来
年
４
月
か
ら
の
入
所
を
希
望

す
る
人
は
、
次
の
と
お
り
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
度
途
中
（
５
月
以
降
）

の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
も
、
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
所
資
格

保
育
所
は
、
保
育

に
欠
け
る
乳
幼
児
を
預
か
り
、

年
齢
に
応
じ
て
保
育
す
る
児
童

福
祉
施
設
で
す
。
入
所
は
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
乳
幼
児

に
限
り
ま
す
。

①
保
護
者
な
ど
が
、
昼
間
に
家
庭

外
で
働
い
て
い
る
た
め
、
保
育

に
欠
け
る
。

②
現
在
は
産
休
・
育
休
な
ど
に
よ

り
保
育
に
欠
け
な
い
が
、
同
休

暇
な
ど
が
あ
け
た
後
に
保
育
に

欠
け
る
。

③
保
護
者
な
ど
が
昼
間
に
家
庭
内

で
家
事
以
外
の
仕
事
に
常
時
従

事
し
て
い
る
た
め
、
保
育
に
欠

け
る
。

④
母
親
が
、
妊
娠
中
ま
た
は
出
産

後
間
が
な
い
（
出
産
日
の
前
後

２
カ
月
間
）
た
め
、
保
育
に
欠

け
る
。

⑤
保
護
者
な
ど
に
疾
病
ま
た
は
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
保
育
に
欠

け
る
。

⑥
保
護
者
な
ど
が
、
病
人
や
心
身

障
が
い
者
を
常
時
看
護
し
て
い

る
た
め
、
保
育
に
欠
け
る
。

⑦
火
災
・
風
水
害
・
地
震
な
ど
の

災
害
に
遭
い
、
そ
の
復
旧
に
当

た
っ
て
い
る
た
め
、
保
育
に
欠

け
る
。

■
受
付
期
間

10
月
15
日

(月)
〜

31
日

(水)

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
た
だ
し
、
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
）

■
受
付
場
所

福
祉
課
ま
た
は
各

保
育
所
（
申
込
書
類
は
同
所
に

10
月
１
日

(月)
か
ら
備
え
付
け
）

■
定
員

な
り
ひ
ら
保
育
所
＝
１

２
０
人
、
み
ど
り
保
育
所
・
み

ど
り
保
育
所
分
室
（
斎
宮
幼
稚

園
内
）
＝
１
５
０
人
、
さ
さ
ふ

え
保
育
所
＝
１
５
０
人

■
入
所
決
定

申
込
書
に
記
入
し

て
い
た
だ
い
た
家
庭
状
況
を
も

と
に
、
保
護
者
や
乳
幼
児
と
面

接
し
、
保
育
に
欠
け
る
度
合
い

の
高
い
乳
幼
児
か
ら
、
定
員
の

範
囲
内
で
入
所
を
決
定
し
ま

す
。
ま
た
、
希
望
者
が
多
く
、

そ
の
保
育
所
で
の
適
正
な
保
育

が
困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
公
正
な
方
法
で
入
所

児
を
決
定
し
ま
す
。
入
所
決
定

通
知
は
、
２
月
ご
ろ
に
申
請
者

に
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
受
付

期
間
が
過
ぎ
て
申
し
込
み
を
さ

れ
て
も
、
定
員
を
超
過
し
て
い

る
場
合
に
は
入
所
で
き
ま
せ

ん
。

■
保
育
料
　
原
則
と
し
て
、
入
所

す
る
乳
幼
児
の
父
母
お
よ
び
、

税
法
上
乳
幼
児
を
扶
養
し
て
い

る
人
に
課
税
さ
れ
る
税
金
の
合

計
額
で
決
定
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
必
要
に
応
じ
て
税
金
関
係

の
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
入
所
当
初
の
保
育
時
間

初
め

て
集
団
保
育
を
経
験
さ
れ
る
た

め
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
、
通
常
の
保
育
よ
り

も
短
い
時
間
で
保
育
を
し
ま
す

（
な
ら
し
保
育
）
。
詳
し
い
時

間
・
期
間
に
つ
い
て
は
、
入
所

決
定
後
の
一
日
入
園
の
際
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（

TEL
52-

７
１
１
５
）
へ
。

■
入
園
資
格

３
歳
児
＝
平
成
16

年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
生
ま
れ
、
４
歳
児
＝
平
成

15
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年
４

月
１
日
生
ま
れ
、
５
歳
児
＝
平

成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年

４
月
１
日
生
ま
れ

■
対
象
幼
稚
園
（
所
在
地
）

旭

ヶ
丘
幼
稚
園
（
佐
田
）
、
双
葉

幼
稚
園
（
内
座
）
、
斎
宮
幼
稚

園
（
竹
川
）
、
曙
幼
稚
園
（
明

星
）、
暁
幼
稚
園
（
有
爾
中
）

■
申
込
方
法

10
月
15
日

(月)
〜

31
日

(水)
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
た
だ
し
、
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
）
に
、
入
園
申

込
書
を
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
ま
た
は
各
幼
稚
園
へ
。
申
込

書
は
、
各
幼
稚
園
に
備
え
て
あ

り
ま
す
（
該
当
児
へ
申
込
書
用

紙
の
発
送
は
行
い
ま
せ
ん
）。

■
入
園
決
定

年
内
に
決
定
通
知

を
送
付

■
保
育
料

月
額
６
５
０
０
円

■
保
育
時
間

月
・
火
・
木
・
金

曜
日
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

２
時
10
分
、
水
曜
日
＝
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

〈
預
か
り
保
育
〉

■
申
込
方
法

希
望
す
る
人
は
、

「
預
か
り
保
育
申
込
書
」
を
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
た
は

各
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
保
育
時
間

保
育
の
あ
る
日
の

午
後
４
時
ま
で

■
保
育
料

月
額
５
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課

（
TEL
52-

７
１
２
３
）
へ
。

幼
稚
園
の
入
園
申
し
込
み

保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

申
し
込
み
は
お
早
め
に

保
育
所
・
幼
稚
園
の
入
所
・
入
園
申
し
込
み

10
月
15
日
〜
31
日
に
受
け
付
け



99

 
広報めいわ　広報めいわ　2007年10月号月号 広報めいわ　2007年10月号 

2011年７月24日

地上アナログテレビ

放送終了のお知らせ

現行の地上アナログテレビ放送は、地上デジ

タルテレビ放送への移行に伴い、2011年７月24

日までに終了します。

地上デジタルテレビ放送の視聴方法など、受

信に関する相談・問い合わせは、下記までお願

いします。

■受信相談 総務省地上デジタルテレビジョン

放送受信相談センター（TEL0570-07-0101、
またはTEL03-4334-1111）

■視聴エリア (社)デジタル放送推進協会　ホー
ムページ＝h t t p : / / w w w . d p a . o r . j p /

浄
化
槽
の
機
能
を
良
好
な
状
態

で
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
汚
泥

（
微
生
物
）
や
機
器
の
点
検
、
調

整
な
ど
を
行
い
ま
す
（
家
庭
用
で

は
年
３
〜
４
回
）
。
浄
化
槽
保
守

点
検
業
の
登
録
業
者
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
の
機
能
を
十
分
に
発
揮

さ
せ
る
た
め
、
槽
内
に
た
ま
っ
た

汚
泥
な
ど
の
引
き
出
し
、
機
器
類

の
洗
浄
な
ど
を
行
う
作
業
で
す

（
年
に
１
回
。
全
ば
っ
気
方
式
は

６
カ
月
に
１
回
以
上
）。

町
長
の
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽

清
掃
業
者
（
明
和
ク
リ
ー
ン

(株)
、

TEL
52-

５
５
１
７
）
に
委
託
し
て

く
だ
さ
い
。

保
守
点
検
・
清
掃
が
適
切
に
実

施
さ
れ
、
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常

に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
、
総
合
的
に
判
断
す
る
た
め
の

検
査
で
す
。

浄
化
槽
法
で
は
年
に
１
回
受
け

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ

い
。受

検
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

県
知
事
か
ら
指
導
・
助
言
や
勧

告
・
命
令
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
法
定
検
査
の
申
込
先

(社)
三

重
県
水
質
保
全
協
会(

TEL
０
５

９-

２
２
６-

０
０
１
０)

※
浄
化
槽
法
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
三
重
県
環
境
森
林
部
水
質
改
善

室
（

TEL
０
５
９-

２
２
４-

２
３
８

２
）
ま
た
は
三
重
県
松
阪
農
林
水

産
商
工
環
境
事
務
所
（

TEL
０
５

９
８-

50-

０
５
３
０
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
（
合
併
処
理
浄
化
槽
）
は
、
ト
イ
レ
や
台
所
、
洗
濯
、
風
呂
な
ど
の

汚
水
を
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
き
れ
い
に
す
る
施
設
で
す
。

微
生
物
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
を
保
つ
よ
う
に
、
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
、
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
、
浄

化
槽
法
（
昭
和
60
年
10
月
１
日
施
行
）
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
適
正
な
浄
化
槽
の
維
持
管
理
を
行
い
、
使
っ
た
水
を
き
れ
い
に

し
て
か
ら
、
川
や
海
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

水質保全と快適な生活に役立つ浄化槽

10月１日は
「浄化槽の日」です

浄
化
槽
は

維
持
管
理
が
大
切

保
守
点
検

清
　
掃

法
定
検
査
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人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課TEL52-7124・FAX52-7133

前
結
び
と
い
う
方
法
で
、
一
人

で
簡
単
に
着
付
け
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

月
に
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
初
心
者
か
ら
上
級
者

ま
で
、
み
ん
な
で
楽
し
く
練
習
し

て
い
ま
す
。

■
と
き

10
月
13
日

(土)

午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費

年
会
費
３
０
０
０
円

■
持
ち
物

着
物
、
帯
な
ど
着
付

け
道
具
一
式

■
受
講
資
格

明
和
町
在
住
お
よ

び
勤
務
の
人

■
申
し
込
み

10
月
12
日

(金)
ま

で
に
町
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
TEL
55-

３
０
５
２
）
へ
。

各
小
学
校
区
の

人
権
講
演
会
の
ご
案
内

人
権
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

着
付
け
サ
ー
ク
ル
の
参
加
者
を
募
集

●陶芸教室
「練り上げ技法」で、獅子舞の人形を

作ります。

■とき　11月７日(水) 午前９時30分～12時

■ところ　町人権センター

■講師　印藤友一さん、印藤幸恵さん（大台町　幸翔窯）

■定員　30人（先着順）

■参加費 3,000円

■参加資格　明和町在住の人

■持ち物　エプロン、タオルなど

■申し込み　10月22日(月)～26日
(金)の午前９時～午後５時に人権
センター（TEL55-3052）へ

※詳しくは、同センターへお問い合わせください。

今月のひとまちふれあい企画

【楽しい手作り教室】

■
と
き

10
月
15
日

(月)

午
後

７
時
30
分
〜
９
時

■
と
こ
ろ

修
正
小
学
校
体
育
館

■
講
師

向
出
佳
司
さ
ん
（
皇
學

館
大
学
教
授
）

■
演
題

元
気
の
出
る
子
育
て

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課

（
TEL
52-

７
１
２
３
）
へ
。

明和中学校区人権フォーラムは、町内の１中学校６小学校の

児童生徒の代表者が集まって、さまざまな人権問題について考

えたり、それぞれの学校で実施している校内の人権の集いなど

について、情報交換する組織として今まで続けられてきました。

本年度は、今までとはちょっと取り組み内容を変えて、人権

感覚を育む絵本を図書館で探し出し、それを「電子紙芝居」化

（絵本をコンピュータに取り込み、大画面で見られるようにした

もの）することとしました。そして夏休み中に、児童生徒が町

内の３保育所と斎宮幼稚園を訪問して、このフォーラムで作っ

た紙芝居を上演しました。

この写真は、斎宮小学校の

子どもたちが、斎宮幼稚園で

電子紙芝居をしているところ

です。ちょっぴり照れながら

も、大きな声でしっかり話が

できていました。幼稚園児た

ちも真剣に話を聞いてくれま

した。

今回は「おてがみ」「私の妹」「くれよんのくろくん」「コブタ

の気持ちもわかってよ」「レアの星」「ケンのいた夏」「くまのこ

うちょうせんせい」の７作品を電子紙芝居にしました。

今後、町内の中学校や各小学校でも上演する予定です。

これからも、明和中学校区人権フォーラムの取り組みを、地

域に発信していきたいと思っています。

明
和
中
学
校
区
人
権
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員
会
で
は
、
各
小
学

校
区
で
行
わ
れ
る
人
権
講
演
会

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
校
区
児
童
や
園
児
の
保
護

者
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

明和中学校区人権フォーラムの活動
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人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
で

11
回
目
を
迎
え
る
「
交
流
祭
」
を

開
催
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
で
作

ら
れ
た
作
品
の
展
示
や
、
地
域
交

流
の
機
会
と
し
て
実
施
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

各
種
体
験
教
室
の
定
員
・
参
加

費
な
ど
は
、
下
記
の
内
容
の
と
お

り
で
す
。

な
お
、
午
後
の
体
験
教
室
は

「
つ
ど
い
交
流
会
」
を
兼
ね
ま
す

の
で
、
「
小
中
学
生
の
つ
ど
い
参

加
者
」
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
申
し
込
み
・
詳
し
く
は
、
10
月

15
日

(月)
か
ら
19
日

(金)
の
間
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
、

町
人
権
セ
ン
タ
ー
（

TEL
55-

３
０

５
２
）
へ
。

第11回 交 流 祭

10月28日(日)

人権センターで開催

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
分
か
ら

な
い
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か

分
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
と
き
は
、
法

テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法
テ
ラ
ス
」
は
、

法
的

ト

ラ

ブ

ル

を

解

決

す

る

た

め

の

情

報
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
全
国
ど
こ
で
も
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
全
国
に
50
カ
所
以
上

の
事
務
所
を
置
き
、
次
の
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
情
報
提
供

法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
役
立
つ
情
報
の

無
料
提
供

●
民
事
法
律
扶
助

資
力
の
乏
し
い
人
の
た
め
の
無
料
相

談
や
裁
判
費
用
な
ど
の
立
て
替
え

●
司
法
過
疎
対
策

弁
護
士
が
い
な
い
な
ど
、
法
律
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
い
地
域
で
の
、
適
切
な
料

金
に
よ
る
法
律
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

●
犯
罪
被
害
者
支
援

被
害
者
支
援
に
詳
し
い
弁
護
士
や

支
援
団
体
な
ど
に
関
す
る
情
報
の
無
料
提
供

●
国
選
弁
護
関
連
業
務

国
選
弁
護
人
を
確
保
し
、
捜
査

か
ら
裁
判
ま
で
一
環
し
た
国
選
弁
護
体
制
の
整
備

●
連
絡
先

法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

【
一
般
相
談
】
０
５
７
０-

０
７
８
３
７
４

【
犯
罪
被
害
者
相
談
】
０
５
７
０-

０
７
９
７
１
４

※
詳
し
く
は
、
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
三
重
地
方
事
務
所
（

TEL
０
５

０-

３
３
８
３-

５
４
７
０
）
ま
た
は
、
法
テ
ラ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.h
o
u
te
r
a
s
u
.o
r
.jp

）
へ
。

9：15～ オープニング 太極拳サークルの演技、明和太鼓の演奏 

10：00～11：30 つどい交流会 町内の教育集会所などで実施している「小中学生のつど 

い」の交流会です。 
10：15～12：15 体験教室 

　リサイクル工作 

 

　ディキャルクラフト 

 

 

　キャンドル 

 

　ひのきの箸作り 

 

　焼き杉 

 

荷造りひもで、金魚や小物入れを作ります。 

定員10人、参加費200円 

白磁のコップにシールを張り、焼き付けてもらいます。 

作品渡しは後日となります。定員30人、参加費1,050円 

から 

ロウを練って香りをつけて、好きな形に作ります。 

定員20人、参加費500円 

ひのきの木を削ってお箸を作ります。木綿の袋つきです。 

定員10人、参加費600円 

杉板に焦げ目をつけてからこすって木目を出し、壁掛け 

などを作ります。定員30人、参加費300円から 

 
11：30～ 昼食販売 焼きそばやうどんを販売します。 

当日販売する食券を購入してください。 

13：15～15：00

16：00

体験教室 

終了 

つどい交流会を兼ねます。内容は午前と同じです。 

時　間 行　　事 内　　　　容 

体験教室：キャンドルの作品例

体験教室：ディキャルクラフトの作品例

体
験
教
室：

焼
き
杉
の
作
品
例
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

第第3333回回

町民文化祭町民文化祭

11月３日(土)・４日(日)に総合体育館（展示）
と中央公民館で、第33回町民文化祭を開催し
ます。
期間中は、絵画や写真などの作品展示のほ

か、カラオケ・芸能大会・囲碁大会などたく
さんの催し物を予定しています。

玄関 

事務所 

調理室 

和
室 

囲
碁
大
会 

【中央公民館１階】 

フリーチルドレン 
スペース明和 

多
目
的 

ト
イ
レ 

婦人会 
バザー 

大集会場 

 

３日 

青少年のつどい 
午前10時～正午 

カラオケ大会 
午後６時30分～10時 

４日 

芸能大会 
午前10時～午後３時 

ホール 

小中学生 
作品展示 

３日 

ホール 

簡易食事 

【ふるさと会館】 
 古雑誌の販売を行います 

■とき　４日　午前10時～午後２時 

【総合体育館】 

作品展示 
３日　午前９時～午後４時 

４日　午前９時～午後３時 

菊展示 
 
コイ展示 

アリーナ 

２階ロビー 

すずしろ会　３日～４日　作品展示と同じ 
学校給食　　３日　　　　午前９時～正午 

 
会議室 事務所 柔剣道場 

玄関 

明和スポーツまつり

10月14日(日)に
開　催　！

■会場　明和中学校グラウンド

■開会　午前９時から

（雨天中止）

※当日の詳しいプログラムなど

は、別途全戸配布したチラシを

ご覧ください。

※詳しくは、総合体育館

（TEL52-7130）へ。

■
参
加
費

無
料

■
試
着
時
間

１
人
40
分
程
度

■
申
し
込
み

10
月
25
日

(木)
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、
中

央
公
民
館
に
来
館
の
う
え
、
直

接
申
し
込
み
（
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
で
の
申
し
込
み
不
可
）
。
申

し
込
み
来
館
者
１
人
に
つ
き
、

１
人
の
申
し
込
み
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。

※
な
お
、
同
好
会
で
は
十
二
単
の

貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
大

人
用
の
み
の
貸
し
出
し
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
十
二
単
同
好
会
代

表
山
口
陽
子
さ
ん
（

TEL
52-

０
３

６
８
）
ま
た
は
中
央
公
民
館

（
TEL
52-

７
１
３
２
）
へ
。

十
二
単
（
ひ
と
え
）
同
好
会
で

は
、
文
化
祭
当
日
、
総
合
体
育
館

展
示
会
場
で
、
十
二
単
の
試
着
を

行
い
ま
す
の
で
、
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
対
象
者

Ａ
コ
ー
ス
＝
中
学
生

以
上
　
Ｂ
コ
ー
ス
＝
幼
児
（
幼

稚
園
・
保
育
所
の
年
長
）

■
参
加
資
格

町
内
在
住
の
女
性

■
と
き
・
定
員

11
月
３
日

(土)

午
前
９
時
〜
正
午
・
Ａ
Ｂ
各
コ

ー
ス
と
も
４
人
、
午
後
１
時
〜

４
時
・
Ａ
Ｂ
各
コ
ー
ス
と
も
４

人
▽
11
月
４
日

(日)

午
前
９

時
〜
正
午
・
Ａ
Ｂ
各
コ
ー
ス
と

も
４
人
、

午
後
１
時
〜
３

時
・
Ａ
Ｂ
各
コ
ー
ス
と
も
３
人

十十
二二
単単((

ひひ
とと
ええ))

をを

着着
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
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広報めいわ　広報めいわ　2007年10月号月号 広報めいわ　2007年10月号 

ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 10月18日(木)＝
平成17年３月生まれ、11月15

日(木)＝平成17年４月生まれ
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

●とき・対象児 10月12日(金)＝
平成18年３月生まれ、11月９日

(金)＝平成18年４月生まれ
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 10月19日(金)＝
平成16年３月生まれ、11月16

日(金)＝平成16年４月生まれ
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談

●とき・対象者 10月26日(金)＝
乳幼児で月齢は不問

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10時

30分、午後１時30分～２時30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する人の名前

（子どもの場合は生年月日）・電

話番号を前日までに保健福祉セ

ンターへ

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

保健福祉センター（TEL52-7127）へ

がが
んん
検検
診診
のの
おお
知知
らら
せせ

予
約
受
付
は
10
月
１
日

(月)
か
ら

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（

TEL
52-

７
１
２
７
）

明
和
町
家
庭
教
育
支
援
総
合
推
進
事
業

子子
どど
もも
をを
イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト

携携
帯帯
電電
話話
のの
トト
ララ
ブブ
ルル
かか
らら
守守
るる
たた
めめ
にに

【
乳
が
ん
検
診
】

【
子
宮
が
ん
検
診
】

■
と
き

10
月
25
日

(木)

午
後
１

時
〜
２
時

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定
員

50
人

■
負
担
金

７
０
０
円

■
対
象
者

20
歳
以
上
の
人

※
各
種
検
診
の
受
診
予
約
申
し
込

み
は
、
い
ず
れ
も
10
月
１
日

(月)
か

ら
開
始
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
TEL
52-

７
１
２
７
）
へ
。

最
近
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

携
帯
電
話
な
ど
を
利
用
し
て
、
情

報
が
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
手
に

入
る
時
代
で
す
。

し
か
し
、
逆
に
不
当
な
方
法
な

ど
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

が
他
人
か
ら
見
ら
れ
た
り
、
不
当

な
請
求
を
さ
れ
る
時
代
で
す
。

情
報
化
社
会
か
ら
、
子
ど
も
や

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
、
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

10
月
27
日

(土)

午
後

１
時
〜
　
（
午
後
０
時
30
分
開

場
）

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
大
集
会

■
と
き
・
内
容

10
月
25
日

(木)

エ
コ
ー
検
査
＝
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
▽
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
査
＝
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定
員

午
前
・
午
後
と
も
各
40
人

■
負
担
金

７
０
０
円

■
対
象
者

エ
コ
ー
検
査
＝
50
歳

未
満
の
人
▽
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
検
査
＝
50
歳
以
上
の
人

※
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
授
乳
中
の
人
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
な
お
、
今
年
度
か
ら
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
は
２
年
に

１
度
の
受
診
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
予

約
は
、
昭
和
の
奇
数
年
生
ま
れ
の

人
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

場
■
講
師

長
谷
川
元
洋
さ
ん
（
金

城
学
院
大
学
准
教
授
）

■
定
員

１
５
０
人

■
申
し
込
み

電
話
・
フ
ァ
ク
ス

で
生
涯
学
習
課
ま
で

■
そ
の
ほ
か

託
児
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
生
涯
学
習
課
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
１
時
間
２
０

０
円
）

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課

（
TEL
52-

７
１
２
４
、
フ
ァ
ク
ス
52-

７
１
３
３
）
へ
。
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

８月16日 
～９月15日 

今年１月 
からの累計 

昨年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽症者数 

死 者 数 

物損事故件数 

58件 

12件 

19人 

0人 

46件 

536件 

115件 

161人 

1人 

421件 

＋68件 

＋5件 

＋31人 

重傷者数 1人 13人 ±0人 

－5人 

＋63件 

■町内の交通事故発生状況（平成19年９月15日現在） 

～ 自転車も　ハンドル握れば　ドライバー ～ 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平平
成成
1199
年年
1111
月月
１１
日日
かか
らら

松松
阪阪
税税
務務
署署
のの
代代
表表
電電
話話
がが

自自
動動
音音
声声
案案
内内
にに
変変
わわ
りり
まま
すす

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

1100
月月
はは
労労
働働
保保
険険
適適
用用
促促
進進
月月
間間
でで
すす

平成19年10月１日から、外国人労

働者（特別永住者を除く）を雇用す

るすべての事業主の人には、雇用・

離職の際に、その氏名、在留資格な

どをハローワーク（公共職業安定所）

に届け出ることが義務化されました。

また、すでに雇用されている外国

人労働者については、10月１日以降

の１年の間に提出していただく必要

があります。

ハローワークでは、これに基づき、

外国人労働者の雇用環境の改善に向

けて、事業主の人への助言・指導や、

離職した外国人への再就職支援を効

果的に行います。

※詳しくは、三重労働局職業対策課

（TEL059-226-2306)へ。

フロン回収にご協力を
飲食店の冷蔵庫や事務所のエアコンな

どの業務用冷凍空調機器に使われている

フロン類は、オゾン層の破壊や地球温暖

化の原因となるため、機器の廃棄時等に

は知事登録業者への回収委託が必要で

す。

関係者の役割や回収手続きを明確化し

た改正法が10月１日から施行されまし

た。適切なフロン類の回収にご協力をお

願いします。

※詳しくは、三重県環境森林部地球温暖

化対策室（TEL059-224-2368）へ。

平
成
19
年
11
月
１
日
か
ら
、
松

阪
税
務
署
の
代
表
電
話
番
号
（

TEL

０
５
９
８-

52-

３
０
２
１
）
が
自

動
音
声
案
内
に
変
わ
り
ま
す
。

自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
ご
希

望
の
番
号
を
押
す
か
、
ダ
イ
ヤ
ル

し
て
く
だ
さ
い
。

国
税
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相

談
の
人
は
『
１
』
を
、
税
務
署
か

ら
の
照
会
や
お
尋
ね
、
職
員
に
ご

用
の
人
は
『
２
』
を
ダ
イ
ヤ
ル
し

て
く
だ
さ
い
。

『
１
』
を
選
択
す
る
と
『
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
』
へ
つ
な
が
り
ま

労
働
保
険
と
は
、
労
働
者
が
業

務
上
の
事
由
ま
た
は
通
勤
に
よ
っ

て
負
傷
し
た
り
、
病
気
に
見
舞
わ

れ
た
り
、
不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た

場
合
に
、
被
災
労
働
者
や
遺
族
を

保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
保
険
給

付
な
ど
を
行
う
労
災
保
険
と
、
労

働
者
が
失
業
し
た
場
合
お
よ
び
労

働
者
に
つ
い
て
雇
用
の
継
続
が
困

難
と
な
る
事
由
が
生
じ
た
場
合

に
、
労
働
者
の
生
活
お
よ
び
安
定

を
図
る
と
と
も
に
、
再
就
職
を
促

進
す
る
た
め
に
必
要
な
給
付
を
行

う
雇
用
保
険
を
総
称
し
た
も
の
で

す
。
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し

て
い
れ
ば
事
業
主
は
加
入
手
続
き

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
未
加
入
の
事
業
主
の
人

は
、
速
や
か
に
労
働
基
準
監
督
署
、

お
よ
び
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
）
で
加
入
手
続
き
を
行

わ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

労
働
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
や

保
険
料
の
申
告
お
よ
び
納
付
に
関

す
る
手
続
き
、
そ
の
他
雇
用
保
険

の
被
保
険
者
に
関
す
る
手
続
き
な

ど
の
労
働
保
険
事
務
を
事
業
主
に

代
わ
っ
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認

可
を
受
け
た
団
体
が
処
理
す
る
労

働
保
険
事
務
組
合
制
度
も
あ
り
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
労
働
基
準
監

督
署
（

TEL
０
５
９
８-

51-

０
０
１

５)

ま
た
は
松
阪
公
共
職
業
安
定

所
（

TEL
０
５
９
８-

51-

０
８
６
０
）

へ
。

す
。『

２
』
を
選
択
す
る
と
税
務
署

へ
つ
な
が
り
ま
す
。

※
国
税
に
関
す
る
電
話
で
の
相
談

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
の
代
表
電

話
に
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

※
税
務
相
談
室
（
分
室
）
で
の
相

談
業
務
は
『
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
』

へ
移
行
し
、
面
接
に
よ
る
相
談
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
署
（

TEL

０
５
９
８-

52-

３
０
２
１
）
へ
。

外国人雇用状況の届出が
義務化されました
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●町県民税・３期

●固定資産税・×

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・７期

●介護保険料・７期

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです

■とき　10月27日(土) 午前９時

30分～午後３時30分（雨天中止）

■ところ　県営大仏山公園（明和

町・伊勢市・玉城町）

■内容　太鼓演奏、太極拳、ダンス、

フリーマーケット、献血車など

※詳しくは、三重県伊勢建設事務所

企画調整課（TEL27-5295）へ。

三重県整形外科医会では、下記の

とおり公開講座を開催します。皆さ

んの参加をお待ちしております。

■とき 10月20日(土) 午後１時

～４時

■ところ 伊勢市生涯学習センター

「いせトピア」多目的ホール

■内容 講演「今ならまにあう骨粗

しょう症の予防」、骨密度測定、

健康相談

■参加費 無料

※ 詳 し く は 、 山 添 整 形 外 科

（TEL23-1212）へ。

伊勢広域環境組合リサイクルプラ

ザでは「もったいないイベント」を

開催します。リサイクルに関する体

験および展示、リサイクル品の販売

など楽しい催しを予定しています。

皆さんの出店をお待ちしています。

■とき 12月１日(土) 午前９時

30分～午後１時

■ところ 伊勢広域環境組合リサイ

クルプラザ

■応募方法 出店希望者は、往復は

がきに郵便番号・住所・氏名・電

話番号・主な出品名を記入の上、

11月２日(金)までにお申し込みく
ださい（当日消印有効）

■そのほか １家族１枚の応募、応

募者多数の場合は公開抽選により

決定します。電話申し込みは不可、

往復はがきでのみ受け付けます。

なお、営業目的での出店はご遠慮

ください。

※申し込み・詳しくは、伊勢リサイ

クルプラザ運営委員会事務局（〒
515－0505 伊勢市西豊浜町653

TEL38-2800）へ。

仕事に就くことへの不安や人と話

すのが苦手などの理由で、社会に第

一歩を踏み出せない皆さん。どのよ

うに子どもに声をかけてよいか分か

らず、悩む保護者の皆さん。三重県

は、そんな皆さんを応援します。

■ところ アスト津３階（津市羽所

町700）

■相談時間 午後１時から７時まで

（土曜・日曜日、祝日および年末

年始を除く）

※ 詳 し く は 、 同 セ ン タ ー

（ T E L 0 5 9 - 2 4 6 - 1 2 1 2、Eメー
ルwakamono@pref.mie.jp）へ。

ＮＴＴ西日本では、古くなった電

話帳を積極的に回収して資源のリサ

イクルを図っています。

新しい電話帳を10月中にお届けの

予定ですが、その際に不要となった

古い電話帳を配達員にお渡しくださ

い。

また、配達当日にご不在の場合は、

後日改めて回収に伺いますので、下

記「タウンページセンタ」までご連

絡ください。

※問い合わせ、詳しくは、タウンペ

ージセンタ（TEL0120-506-309）へ。

回収します！あなたの
家の古い電話帳

三重県若者自立支援セ
ンターがオープン

フリーマーケットの出
店者を募集

公開講座「骨と関節の日」
開催

大仏山公園でオータム
フェスティバル

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

9.2

8.1

8.7

10.0

35.0

16.0

7.0

6.8

6.6

採水日（８月１日） 

祓　川（下御糸橋） 0.9

1.5

1.2

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

河川名 
ＰＨ ＳＳ ＤＯ 

項　　　目 

参考：B類型（笹笛川） 
の環境基準値 

6.5以上 

8.5以下 
3.0以下 25.0以下 5.0以上 
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ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 10月28日(日) 午後２時～　絵本

「むかでのおつかい」「ぼくはあるいたまっすぐま

っすぐ」、紙芝居「ポテトサラダのすきな王様」

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【10月の休館日】

１日(月)・8日(月)・15日(月)・22日(月)・29日(月)・31日(水)
■図書館員によるお話し会

10月25日(木)午前11時～11時30分　乳幼児と保
護者向けのお話会。０歳児からでも大丈夫です。

※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-7131）へ。

１日(月)行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
15日(月)心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●斎宮浪漫まつり（いつきのみやろまんまつり）

地元の伝統芸能や平安時代の雅（みやび）を感じ

る舞・子ども蹴鞠（けまり）の披露。百人一首かる

たのちらし取りなどの参加コーナー、機織りや竹ト

ンボ作りの体験、特産品の販売もあり、催し物が盛

りだくさんのまつりです。

館内では、菊作り講座生のキクの展示も行います。

■とき 10月27日(土) 午前10時～午後３時

■ところ いつきのみや歴史体験館、西芝生広場

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（TEL52-3890）へ。

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・保健福祉センター

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

■最大震度別地震回数（平成19年８月11日～９月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

108 30 19 3 1 0 0 0 0 161

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,340人　 

11,285人　 

12,055人　 

7,637世帯 

９月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

21人 

13人 

52人 

36人 

８月中の異動 

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町保健福祉センターTEL52-7127
中勢児童相談所TEL059-231-5666
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

配偶者暴力相談支援センターTEL059-231-5600
警察安全相談電話TEL059-224-9110・♯9110
松阪警察署TEL0598-53-0110
松阪保健福祉事務所TEL0598-50-0520
※お気軽に、まずはお電話してください。

この十二単（ひとえ）は、公民館講座の「十

二単講座」で制作したものです。延べ20人の講

座生が十二単のことを勉強しながら、２年がか

りで、今年の春に仕上げました。

「十二」といっても「たくさん」という意味で、

12枚とは限らないのですが、この作品は講座生

のみんなで縫ったので、12枚で１組になってい

ます。重さは20kgで、写真右の子供用でも９枚
で5kgあります。
縫い方は和裁と同じですが、生地が厚く丈が

長いので、一気に縫い上げるのに苦労しました。

平安時代に思いを巡らせながら、一心に針を進

めました。

作品が完成して講座は終了しましたが、皆さ

んへの完成のお披露目に、昨年に引き続き、11

月の町民文化祭に出展します。試着体験の参加

者を募集しますので、詳細は本紙12ページをご

覧ください。

手作りの「十二単（ひとえ）」


